
田村ひろゆきの
議会トーク!



■田村ひろゆきの自己紹介

1978年7月生まれ 47歳

2018年12月の選挙で初当選

2022年12月の選挙で２期目当選

「徹底した情報公開」

「無所属を貫く」

などを基本姿勢として掲げる

ＳＮＳで日々情報発信中！



◇９月議会は「手話普及促進議会」に

◇外国籍市民の増加と市の多文化共生の取組

◇田無三中は現地建替に どうなる複合化

◇決算審査で令和６年度を振り返る

◇財政状況はさらに悪化

◇夏の高校生、大学生インターン受け入れ

◇自公連立から自維連立へ 市議会への影響は？

本日のトピック



■９月議会は「手話普及促進議会」に

「手話施策推進法」が超党派による議員立法で成立

9月23日が「手話の日」に

11月15日から「東京2025デフリンピック」が日本初開催

世界各国から聴覚障がい者が東京を訪れる

第3回定例会を「手話普及促進議会」

と銘打ち手話に対する普及促進を図る

各議員が一般質問冒頭で
手話による自己紹介を行う



■９月議会の一般質問は ※詳細は田村ひろゆきのＨＰに

①田無第三中学校建替複合化と周辺エリア構想について

②子ども・若者の意見聴取について

③平和事業について

④外国籍市民の増加と多文化共生について

⑤エアコン購入費用の助成について

⑥選挙事務について



■外国籍市民の増加と市の多文化共生の取組を問う

田村 先の参院選で外国人をめぐる政策が注目された。一部には、排外主
義と指摘されるような内容があったことは残念だ。外国人を排除するような風
潮について市長が感じていることは。

市長 本市では、国籍や民族などの異なる人々が、
お互いの文化の違いを認め合い、外国人も地域社会
の一員としてともに支え合う多文化共生のまちを目指
し、取り組みを進めている。

・西東京市の外国籍市民も増加傾向 ９月１日現在で 6,798人、割合は 3.29％
・国籍別では、中国、韓国、ベトナムの順
・７月の参議院選挙で争点に 「日本人ファースト」を掲げる参政党が躍進
・高市内閣では、外国人政策を担当する大臣ポストを新設



■外国籍市民の増加と市の多文化共生の取組を問う

田村 近隣住民とトラブルになっているといった報道を目にすることもあるが、
そのような事例を把握しているか。

部長 所管課である文化振興課では直接相談を受けていない。ごみ問題や
騒音問題などルールが守られていないとの相談があれば、改善に向けて庁
内関係部署が連携して対応する。

田村 他部署にも照会して集約すべき。※意見

田村 多文化共生センターでの日常生活相談の件数と特に多い相談内容は。

部長 令和６年度の外国籍市民の日常生活相談実績は200件。そのうち70
件が子ども、教育、学校に関する相談内容となっている。

田村 やさしい日本語の職員への周知・啓発について伺う。

部長 新人研修や広報連絡会議のほか、希望者が参加できる庁内研修を実
施して周知を図っている。



■外国籍市民の増加と市の多文化共生の取組を問う

外国人に必要な情報
を市報から選んで、や
さしい日本語・英語・中
国語・韓国語で「西東
京市くらしの情報」とし
て発信しているが…



■外国籍市民の増加と市の多文化共生の取組を問う

東京都北区の外国人
他のための防災講座
のチラシ例。

インターン生が自身の
住む自治体の取り組
み事例として調べてく
れたもの。



■田無三中は現地建替に どうなる複合化

・西原総合教育施設 (旧西
原二小) の場所への移転と

いう案もあったが、現地建
て替えに

・周辺の老朽化した公共施
設を複合化する計画

・市民集会所や、けやき保
育園、西原北児童館、西原
町地域包括支援センター等
が想定されている



■田無三中は現地建替に どうなる複合化

田無第三中学校建替協議会（第8回会議）資料より



■田無三中は現地建替に どうなる複合化

田村 現地建替となったが、教育委員会としても最良の判断と思っているか。

教育長 教育委員会からの意見書や建替協議会の検討状況を十分踏まえ
たものと考えている。

田村 駐車場、駐輪場、保育園の園庭により田無三中の校庭が圧迫される
のではないか。

教育長 教育活動等で使用する校庭を十分に確保した上で、校舎以外の駐
車場、駐輪場、園庭などの必要なスペースを検討することになる。

田無第三中学校建替協議会 事務局=教育企画課(教育委員会)
⇒敷地内の施設設置の検討

田無第三中学校周辺エリア構想検討懇談会 事務局=公共施設マネジメント課
(市長部局)
⇒建替え後の周辺のまちづくりの検討



■決算審査で令和６年度を振り返る

今回取り上げた質問項目より抜粋
☑他市の通勤手当不正受給報道を受けた本市の調査
☑職員向けの動画作成研修の内容と今後の展開
☑西東京市民文化プラザの利用率
☑エアコンのない生活保護世帯への対応
☑スズメバチの巣撤去費用補助金の申請状況
☑学校の暑さ対策に関する保護者要望
☑避難所の車いす対応マンホールトイレへの動線
☑下保谷四丁目特別緑地保全地区のイベント開催状況
☑市内のテニスコート確保に向けた取組
☑外国人の国民健康保険加入状況とその対応

毎年第３回定例会 (９月議会) に決算特別委員会を開催

予算の積算や執行に問題はなかったのかを問う



■決算審査で令和６年度を振り返る

田村の賛成討論

・小中学校の給食費無償化は、子育て世帯への家計支援としても大いに意義が
あった。国の責任において取り組んでいくよう求める。

・東小学校の教室等転用改修工事、保谷小学校の高架水槽破損、給食への異
物混入事故など様々な課題が発生。市長部局と教育委員会の間で、十分な意思
疎通と情報共有ができていたのか課題。

令和６年度決算に対する各会派・議員の態度は？

賛成 ２２
自民8、公明4、立憲3、
維新・国民2、ネット2、
無所属3(長井・下田・田村)

反対 ４
共産3、無所属1(納田)

⇒賛成多数で認定



■財政状況はさらに悪化

▶経常収支比率

財政の硬直化の度合いを示す指標。

前年度比2.2ポイント上昇の95.5%となり、都内類似団体平均、都内
26市平均を上回る状態に

▶財政調整基金

前年度比5億3419万9千円減の37億335万円

行革大綱の目標値である標準財政規模の10%を下回る8.7%

人件費の増加、物価高騰への対応、公共施設やインフラ更新が今後も続くことを踏
まえれば、本市の財政事情はますます厳しさを増すことが想定される。これまで以上
に財源の確保や予算の徹底した執行管理が求められる。



■夏の高校生、大学生インターン受け入れ

高校生、大学生あわせて16名のインターン生を受け入れ

単なる「見学」「体験」に留まらないプログラムに



■自公連立から自維連立へ 市議会への影響は？

現在の西東京市議会の構成は・・・

▶自由民主党西東京市議団（9名）

▶西東京市議会公明党（5名）

▶日本共産党西東京市議団（3名）

▶立憲民主党（3名）

▶生活者ネットワーク（2名）

▶維新・国民民主（2名）

▶無所属（4名 納田・田村・長井・下田）

そもそも地方議会に
「与党」「野党」は存在
しないのだが・・・

池澤市長を推薦したの
は自民・公明
＝いわゆる市長与党



議会トーク!
これからも続けていきます


